
国際ロータリー第 2550 地区 

黒 磯 ロ ータ リ ー ク ラ ブ 会 報 
会  長：荒牧明二 幹  事：安藤讓治 
事務局：食健サロンゑゑ塩梅 
    代表 安藤讓治 
   〒325-0055 那須塩原市宮町2-8 
   TEL:0287-73-5101・FAX:0287-73-5102 
   E-mail:hideki_akiba@akibacorp.com 
例  会：国民の祝日を含まない週の水曜日 
             12:30 – 13:30 
    割烹石山  那須塩原市本町 5-5 
 

第2947回 荒牧年度 第17回例会会報 2022-1-19 司会村山茂君 

欠席の場合は前日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子） 
                          メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp 

出席報告  出席委員会平山博委員長 （出席規定の免除会員数7名） 

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率 

本日 1月19日 37（7） 31（5） 6（2） 88.6％ 

前回 1月5日 37（7） 28（2） 9（5） 87.5％ 2 94.6％ 

 
国際ロータリー会長：シェカール・メータ 
第 2550 地区ガバナー： 石田順一 
事務所：〒321-0945 宇都宮市宿郷5-21-15 
      ベルヴィ宇都宮内 
      TEL：028-651-2550 
      FAX：028-651-2551 
      E-mail: m2550@agate.plala.or.jp  
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 会長挨拶 荒牧明二会長 

 皆さんこんにちは、先週から那須塩原市内にお
いてコロナの感染者が急増してまいりました。皆
様の周りは如何でしょうか。 

 感染の予防は、手洗・うがい・マスクを付ける予
防が一番、また、人の多いところには行かない、
ソーシャルディスタンスを取ることです。くれぐれも
感染しないように努めて行きましょう。 

 話は変わります。健康なまま、120歳まで生きら
れる時代が近づいています。 

 一昨年、老化研究の一人者、デビット・A・シンク
レア氏の著書「ＬＩＦE ＳＰＡＮ 老いなき世界」が
話題になりました。 

 日本は健康寿命が世界一の長寿社会を迎え、
「人生100年時代」を見据えた社会システムの構
築が求められています。だが近い将来、それを上
回る「人生120年時代」が到来するかもしれない。 

 そうなれば、生涯の労働年数はどう変わるのか。  

毎年11月23日は、「勤労感謝の日」です。働く人
を尊び、皆で感謝し合うとともに、将来の労働につ
いて考える機会としては如何かでしょうか。 

 世界で最も少子高齢化が進む日本では、政府
が働き方改革を主導し、長時間労働の是正や
パートタイムの賞与増加など改善が図られてきま
した。だが一方、コロナ禍で女性の非正規雇用が 

減少するなど、厳しい状況に立たされています。 

 窮地にある現役世代への支援は当然急務です
が、労働人口の先細りを考えれば、幅広い世代が
生き生きと働ける社会づくりを平行させる必要が
あるとおもいます。特に、働く意志のある高齢者が
社会参画できなくては、日本の先行きは不安です。 

 一昨年、江戸時代に初の実測日本地図を手掛
けた伊能忠敬の新地図が、福岡県で見つかりまし
た。地理学者として名高い彼ですが、元は農家の
出身、17歳で造り酒屋に婿に入り財を成した商人
です。驚くのは、50歳を過ぎて本格的に天文学を
学び、55歳から地図製作を始めたことです。 

 当時の寿命を考えれば晩年も晩年です。実測に
いそしんだ原動力について、作家で伊能忠敬研究
で著名な川村優氏（伊能忠敬見事なり、二度の人
生―わが国自然科学の父）で次のように分析して
います。 

 商才を発揮する中、天文・測量への関心が膨ら
んでいったこと。 

 窮乏と混乱を解決する立場にあり、災害の打開
策が最大の関心事だった。 

 天文学者・高橋至時の門下となり、良師良友に
出合ったこと。 

 「学び続けること」を信念として「良師良友」の存
在を力に変え、過酷を極めた徒歩で10度の測量
作業に挑み続け、彼は73歳で亡くなりますが、そ
の生き方を目にしてきた間宮林蔵や弟子たちによ
り作業は続けられ、忠敬の死は隠され、三年後
「大日本沿海與地全図」が完成しました。 

 以来、200年が経ちますが、彼の人生は今も不
滅の輝きを放っています。 

 昨年千葉県佐原市の自宅を見学に行って来まし
た。見学より佐原のうなぎを食べたかったのが本
音ですが、美味しかったです。 

 最後に、人生まだまだです。100歳目指して、檜
山会員、相馬会員のように、若々しく体調も変わり
なく、ありたいものです。 

 皆さん、まずは100歳めざして頑張りましょう。 

mailto:qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp
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該当無 

 委員会報告をお持ちの方は挙手願います。 

委員会報告 稲垣政一副会長 

幹事報告 安藤譲治幹事 

ニコニコボックス  佐藤博委員 

 以上で会長挨拶を終わります。ありがとございま
した。 

 ガバナー事務所より、後期分の地区資金送金
依頼書が届いています。 

  嶋中さんに支払をお願いしました。 

 ガバナー事務所より、次年度分の財団補助金
管理セミナーの案内が届いています。 

  次年度の会長・幹事・財団委員長様に転送い  

  たしました。 

 ガバナー事務所より、2021-22年度ガバナーノ
ミニー・デジグネートに鹿沼ロータリークラブの
市田登君が推薦され、対抗候補者がいる場合
は書面で提出してくださいとの連絡が届いてい
ます。 

 ガバナー事務所より、21-22年度上期のプログ
ラム提出依頼が届いています。 

   

  鳥居輝一プログラム委員長に転送いたしまし    

  た。 

 本日例会前に開催された理事役員会で、新型
コロナ対応について協議されました。現在オミ
クロン株が主流になり、強い感染力のため那
須塩原市でも急激な増加も可能性があり、対
応が遅れる場合があるので、休会又はＺＯＯＭ
開催にするのか？ 

  会長に一任し月曜日までに判断することになり  

  ました。御了承ください。 

地区委員委嘱状授与 

ソーシャルメディア並びにIT推進委員 秋間
忍会員（欠席） 

会員組織委員 村山茂会員 

財団資金推進並びに恒久資金/大口寄付
推進委員 和気勝利会員 

月江寛智会員  結婚祝いありがとうございました。 

瀧田雅仁会員  誕生祝いありがとうございました。 
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卓話 時庭稔職業奉仕委員長  

職 場 訪 問 

於；等 覚 院 様 

開山 文久年間（1861～1864） 

日蓮上人立像 

本堂。御本尊 釈迦牟尼仏 

 本日は、職場訪問ということで、藤﨑会員のご協
力を得て、等覚院を見学いたします。 

 バスで向かわれる会員の方々は、１２時５０分に
石山出発、１３時００分に等覚院到着いたします。 

 自家用車で直接向かわれる会員の方々は、１２
時５５分までの到着お願いいします。 

 １３時００分～１３時４０分まで、会員である住職
の藤﨑さんよりご説明を頂きます。その後、施設
の見学をして解散となります。 

 現地解散となりますが、バスで移動された方は
石山に戻り解散となります。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 
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    お礼の品を渡す荒牧会長 

次回例会  令和4年1月26日  担当 雑誌委員会 

近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日 

〇火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日  大田原/ホテル花月 0287-54-1105 

○木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165 ○金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105 

会報委員会：吉光寺政雄・鳥居輝一・髙木慶一・瀧田雅仁・藤﨑善隆 

  

SAA 村山 茂SAA  

1月19日 欠席者（敬称略） 
荒井昌一（免）秋葉秀樹 瀬尾紀夫（免）   
戸野俊介 井出法 秋間忍 

前回1月5日分メークアップ(敬称略) 
田中徹 渡辺裕雄 

出席報告 平山博出席委員長  

〇法話 藤﨑善隆ご住職 

 本日はようこそ、等覚院へおいで下さいました。 

このお寺は、「紫雲山等覚院」という日蓮宗のお寺
です。日蓮宗の開祖は日蓮聖人、鎌倉時代の人で
す。総本山は山梨県の身延山久遠寺です。 

 お祀りしております御本尊は「久遠実成の釈迦牟
尼佛」です。他に「鬼子母神」もいらっしゃいます。 

 お寺の創立は細かい年代は不明ですが、江戸時
代末の文久年間（1861~64年）の間と伝わっており、
当時は親園村にあって「一乗軒」と称するお堂だっ
たようです。 

 創立者は蓮珠院日長（中津原蓮珠） 上人という
方です。 

 明治の初めに京都の大本山本圀寺を本山として、
現在の「紫雲山等覚院」という寺号を公称しました
が、明治末に縁あって、黒磯の住人人見三吉氏な
どの尽力によって当地に移転してきました。   

 その後本堂建設、墓地拡張などを通して基礎を
固めて参りました。昭和33年に日野隆司氏の協力
で現在の本堂を建立、その後も墓地の更なる拡張
や、昭和56年の日蓮聖人第700遠忌事業などを通
じて現在の寺観を見ることとなりました。 

 私がお寺をお守りするようになって今年で18年に
なりますが、その間駐車場整備や墓地の再拡張な
どと同時に、節分会やなつまつり、ヨガ教室などを
通してお檀家さま以外の方にも気軽に足を運んで
頂けるよう、地域の中で拠り所となれるようなお寺
のあり方を模索しております。 

 特にお檀家さま以外にとって「お寺は敷居が高
い」と思われがちです。もちろん神聖な場所である
ことには違いありませんが、できるだけ多くの方が
安らぎ、元気になって頂ける場所になるようこれか
らも努力して参る所存です。皆さまも機会があれば
足を運んでみて頂ければと思います。 

 

  

 

 


